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フレーム選定の目安
● フレーム種類選定のための基本条件

● 曲げ剛性比較 《鋼材を目安とした場合》

アルミニウムの縦弾性係数は鋼材の約1/3ですから、断面二次モーメントが3倍の部材が同等の剛性となります。
スチール□50mm（t2.3）角パイプとAFS-6060-6は同程度の剛性になります。

□50×50 ≒ AFS-6060-6

※場合によっては搬送時の荷姿や耐震性なども考慮する必要があります。アルファフレームの選定方法は、テクニカルデータP476を参照ください。

※詳しくは、テクニカルデータP460、P461を参照ください。

● 積載される荷重
● 許容される変位量
●まとまった質量が大きな加速度で動く場合は、その条件   

● 使用例

小型カバー、小型ラック、センサーブラケットなど

中型マシンカバー

大型マシンカバー

超大型マシンカバー

クリーンブース

安全柵・パーテーション

装置架台（小型）幅500mm程度まで

装置架台（小型）幅800mm程度まで

装置架台（中型）

装置架台（大型）

装置架台（超大型）

スタンダード級
※負荷の小さな物や扉部などはライト級で製作可能

ヘビー級
※大型あるいは大きな荷重のかかる架台の場合、
　中間梁を入れてラーメン構造とすることで
　M6シリーズ・60角で製作可能です。

スタンダード級

ライト級

ヘビー級

M4 シリーズ
M5 シリーズ

M6 シリーズ・30角

M8 シリーズ・40角

M6 シリーズ・60角
M8 シリーズ・80角

M6 シリーズ・60角
M8 シリーズ・80角

M6 シリーズ・60角

M6 シリーズ・30角

M6 シリーズ・30角/3060

M8 シリーズ・40角

M6 シリーズ・60角

H10 シリーズ

※複合的な荷重がかかる物の場合は、ねじれ剛性の確保も考慮し、1面に2列以上の溝を持つ正方形断面の部材を推奨します。

ブラケット種類選定の目安
ABLDタイプは、通常使用において満足できる剛性を持ちながらも、非常に安価なので、コスト削減にとても有効です。

各ボルトの推奨締め付けトルク
アプセットボルト（APBシリーズ）、座金組込六角穴付きボルト（CSWシリーズ）の代表的※1な推奨締め付けトルクです。

※1 締結条件：手締め、無潤滑の鋼製ボルト。※潤滑あり及びステンレス製ボルト（APBS、CSWS）の推奨締付トルクはテクニカルデータを参照ください。
※2 M10サイズのナットはカジリ防止付（NSMSシリーズ）になります。
※3 モーメント荷重を受ける箇所など、結合強度を向上させたい場合には強化ナット（NHMTシリーズ）の使用をお奨めいたします。

締め付けトルク（N・m）ボルトサイズ
M4

M5

M6

M8

M10

1.3

2.7

5.6

15.0

14.0

締め付けトルク（N・m）ボルトサイズ
M4

M5

M6

M8

M10

3.6

7.5

13.0

31.5

33.5

APBシリーズ NSMシリーズ NSMSシリーズ
※2

CSWシリーズ NSMシリーズ NSMSシリーズ
※2

※2 ※2

アプセットボルト ; 四角ナット 座金組込六角穴付ボルト ; 四角ナット
（強度区分 : 4.8相当） （強度区分 : 10.9相当）

・ ボルト4本で連結
・ 高い結合力

・ 最大剛性

・ タップ有

・ タップの後付け可能
・ 割れにくい

・ 低コスト
・ 省スペース

・ 最軽量
・フレームを重ねて取付可能

・ ナット不要
・ ボルト1本で連結
・ 組立工数の大幅削減

・ 高剛性
・ 回り止め付
・ 組立て易い

ABLD-30-6

ABLD-30C-6-SB

ABLN-6020-6

ABL-3025-6

ABLH-6025-6

ABLB-3025-6

ABY-6025-6

ABLR-6025-6

ABCH-6025-6

ABLRD-30-6

CBR-30-6




